
平成２２年 広域合同演習を実施
～ ヘリコプター等による情報収集・配信訓練 ～

■演習概要
◆日 時 平成２２年１１月２４日（木）午前９時～１２時
◆場 所 高松サンポート合同庁舎１３階 四国地方整備局災害対策室、四国地域
◆参加機関 四国東南海・南海地震対策連絡調整会議構成機関２７機関、 オブザーバー機関８機関
◆目 的 各機関保有ヘリが撮影したヘリテレ画像が各機関で期待する情報量と質の精度の確認
◆参加人数 約７０名

■「ヘリ映像の配信」及び「災害情報地図掲示板」の習熟訓練

■初動飛行ルートにおける重要箇所把握の実効性を確認する訓練

・情報のやりとりの枠組みや取り決めができれば情報が活かせる。
・遠くから見た映像は被害がどの程度の規模か確認しずらい感じがある。
・映像を担当している者が集まって不足する点を議論すればさらによい情報共有ができる。
・画像を見る人が位置情報を認識していなければ、急な映像の移動についていけない。
・復旧のルート検討に使いたいのでヘリ映像の情報共有はありがたい。

災害情報地図掲示板の習熟訓練

重要箇所把握の実効性を確認ヘリ映像の配信訓練

意見交換

災害情報地図掲示板の体験

新機能（携帯電話による登録）の体験

演習内容
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各機関の意見




